









































































































































「協業的」 (collaborateive),「参加的」 (participative),「コミュニケーシ ョ































































































. . . . . ..... . 
己否定的」なことでもあると言わざるを得ない。あるいは それは， むしろ
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G./ Prahalad, C.K. の戦略論に見られるように，『「未来のため」の競争』に
ついて考察されるとしても，企業の徹底した自己利益のために全産業の未来
の問題は詳細に検討されながらも， 『「全社会の」未来のため』には何も語ら
















































































じるべきこと (Porter,M. , 1996)でもなければ，マクロの社会文化的な，
あるいは特に地球環境問題について問題となるように政治的な環境条件を基
本的に所与のものとして，それを「グローバルに」最大限に「利用しながら」
「競争に勝っため」の意識のレベルで論じる (Porter,M. , 1985, 1986, 1995) 
べきものでもないのである。戦略論をそのような枠組みのレベルでのみ捉え. . . . . . . . . . . . . . . 
ることは，本質的に，正しく「グローバル化の時代」における「逆行性」，「後

























(1) このような状況を指摘して，例えば Dunning,J . H . のように，多国籍企業によ





















たと 言えるかも知れない。つまり， Hymer,S. は，米国の自由主義信奉の精神の強
大さへの強い問題意識から勢いそれに一方的に反する方向へ進まざるを得なかった














ミュニケーション共同体」 (Idealeoffene Kommunikationsgemeinschaft) (Rusche, 
1993, p.91)の理念に一致する。































主義」(EthicalImperialism)の可能性も否定し得ない。この点では，詳細は別に譲. . . . . . . . . . . . . . . . . .... . . .... . 
るが，例えば特に経営学の基本に立脚することのない Donaldson,T. らの哲学賓り
籍 (Donaldosn,T .1989, また特に Donaldosn,T./ Dunfee, T., 1994) には一. . . . . .  . . ...... . 
定の 「克服しがたい限界」があるように思える。
(11) 彼の主張は，それ自体は主に政治経済学を中心とした諸学科の総合的援用によ














































ると 言える。また， Moore,J.F. は，生態系のメタファーから，企業が自らを全自
然・社会体系の中に，環境調和的に最適に位箇づけることを，単に「競争に勝つ」こ
とに替わる，戦略の新たな中心的パラダイムであるとして，競争の終焉 （「競争
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